
　

南
ア
フ
リ
カ
で
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体

制
が
終
わ
り
、
マ
ン
デ
ラ
政
権
が
誕
生

し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
二
〇
年
と
な
る
。

こ
の
間
、
大
統
領
は
三
回
交
代
し
て
い

る
が
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
闘
争
を
主

導
し
た
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）

の
一
党
優
位
体
制
は
揺
る
ぎ
な
く
、
国

政
に
お
い
て
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
、
一
九
九
四
年

の
第
一
回
民
主
選
挙
か
ら
一
貫
し
て
圧

倒
的
な
与
党
の
地
位
を
確
保
し
て
い
る
。

　

国
内
の
政
治
的
安
定
を
背
景
に
、
南

ア
フ
リ
カ
は
国
際
社
会
に
お
い
て
新
興

経
済
国
と
し
て
の
注
目
を
集
め
、
発
言

力
を
増
し
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
一
年

に
は
正
式
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
加
盟
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国

と
と
も
に
経
済
成
長
著
し
い
新
興
国
の

一
角
を
な
す
存
在
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
た
ほ
か
、
外
交
の
舞
台
で
は
ア
フ

リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
に
よ
る
ア
フ
リ
カ

大
陸
内
で
の
紛
争
の
調
停
役
を
積
極
的

に
担
っ
て
き
た
。
南
ア
フ
リ
カ
は
ま
た
、

二
〇
一
一
年
か
ら
再
び
国
連
安
全
保
障

理
事
会
非
常
任
理
事
国
を
務
め
て
い

る
。

　

本
特
集
に
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体

制
か
ら
の
民
主
化
を
経
て
、
安
定
し
た

政
治
体
制
を
確
立
し
て
き
た
南
ア
フ
リ

カ
の
新
興
国
と
し
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
経
済
の
現
状
と
社
会
変
革
の
分
野
で

の
政
府
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
そ
れ
に

対
す
る
人
々
の
反
応
に
つ
い
て
論
じ
た

一
二
本
の
小
論
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
各
論
の
内
容
に
は
立
ち
入
ら

ず
、
民
主
化
後
の
経
済
・
社
会
変
容
全

体
に
関
わ
る
特
徴
を
俯
瞰
す
る
。

● 

国
際
経
済
体
制
へ
の
再
統
合
と

マ
ク
ロ
経
済
の
安
定

　

民
主
化
に
よ
っ
て
国
際
社
会
の
一
員

と
し
て
復
帰
し
た
南
ア
フ
リ
カ
を
待
っ

て
い
た
の
は
、
新
自
由
主
義
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
る
国
際
経
済
体
制
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
、ヒ
ト
、モ
ノ
、

カ
ネ
の
国
境
を
越
え
た
移
動
を
促
進
す

る
た
め
の
国
際
的
な
交
渉
が
進
ん
で
い

た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
南
ア
フ

リ
カ
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
政
治
的

に
孤
立
し
、
ま
た
南
ア
フ
リ
カ
製
品
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
も
あ
っ
て
経
済
政
策

も
保
護
主
義
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
の
貿
易
政
策
や

為
替
管
理
政
策
は
、
民
主
化
交
渉
の
進

展
と
と
も
に
、
一
気
に
規
制
緩
和
の
方

向
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

　

規
制
緩
和
は
南
ア
フ
リ
カ
経
済
の
再

編
を
も
た
ら
し
た
が
、
特
に
外
国
直
接

投
資
に
関
し
て
は
、
南
ア
フ
リ
カ
企
業

の
対
ア
フ
リ
カ
進
出
を
後
押
し
す
る
と

と
も
に
、
日
本
や
中
国
を
含
め
た
諸
外

国
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
へ
の
投
資
を
飛
躍

的
に
拡
大
さ
せ
た
。
日
本
の
対
南
ア
フ

リ
カ
投
資
は
長
い
間
、
鉱
物
資
源
と
自

動
車
製
造
部
門
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

今
日
で
は
情
報
通
信
産
業
や
発
電
所
建

設
な
ど
の
多
様
な
分
野
へ
と
広
が
っ
て

い
る
。

　

南
ア
フ
リ
カ
企
業
の
国
外
進
出
や
外

国
企
業
の
南
ア
フ
リ
カ
進
出
を
下
支
え

し
て
き
た
の
が
、
一
九
九
六
年
に
導
入

さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
戦
略
「
成
長
・
雇

用
・
再
分
配
（
Ｇ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）」
の
も
と

で
の
財
政
健
全
化
や
イ
ン
フ
レ
抑
制
を

目
的
と
す
る
金
融
政
策
で
あ
っ
た
。
一

九
九
四
年
の
民
主
選
挙
直
前
に
、
民
主

化
後
の
政
策
指
針
と
し
て
Ａ
Ｎ
Ｃ
が
発

表
し
た
「
復
興
開
発
計
画
（
Ｒ
Ｄ
Ｐ
）」

と
は
異
な
り
、
小
さ
な
政
府
と
緊
縮
財

政
を
掲
げ
た
Ｇ
Ｅ
Ａ
Ｒ
に
対
し
て
は
、

労
働
組
合
な
ど
の
左
派
勢
力
を
中
心
に

大
き
な
批
判
が
出
さ
れ
た
。
だ
が
、
Ｇ

Ｅ
Ａ
Ｒ
は
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
を
通

じ
て
投
資
家
の
信
頼
を
獲
得
し
、
南
ア

フ
リ
カ
が
新
興
経
済
国
と
し
て
の
地
位

を
確
立
す
る
う
え
で
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
と
い
え
る
。

● 

民
主
化
後
の
経
済
社
会
政
策
と

抗
議
行
動
の
増
加

　

他
方
で
、
国
内
に
目
を
向
け
て
み
れ

ば
、
過
去
二
〇
年
間
の
南
ア
フ
リ
カ
経

済
は
「
雇
用
な
き
成
長
」
と
い
う
言
葉

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
定
の
成
長

率
を
確
保
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
高
い

失
業
率
が
改
善
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況

が
続
い
て
き
た
。

　

低
所
得
者
向
け
住
宅
の
供
給
や
電

化
・
上
下
水
道
の
普
及
と
い
っ
た
貧
困

特
集
に
あ
た
っ
て

〈
特
集：南
ア
フ
リ
カ
の
経
済・社
会
変
容
〉

佐
藤
千
鶴
子
・
牧
野
久
美
子
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層
の
生
活
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
、
民
主
化
後
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。
し
か
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
で
あ
る
地
方
政
府
の
能
力
不
足

も
あ
り
、
人
々
の
期
待
に
十
分
応
え
る

こ
と
は
で
き
ず
、
ム
ベ
キ
政
権
（
一
九

九
九
〜
二
〇
〇
八
年
）
の
も
と
で
貧
困

層
に
よ
る
抗
議
行
動
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
労
働
者
や
貧
困
層
の
支
持
を

受
け
て
二
〇
〇
九
年
に
誕
生
し
た
ズ
マ

政
権
は
、
雇
用
創
出
と
貧
困
層
向
け
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
力
を
注
ぐ
こ
と

を
公
の
場
の
演
説
で
は
繰
り
返
し
強
調

し
て
い
る
が
、抗
議
行
動
は
収
ま
ら
ず
、

む
し
ろ
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

今
年
（
二
〇
一
二
年
）
八
月
に
は
、

北
西
州
の
マ
リ
カ
ナ
鉱
山
で
起
こ
っ
た

鉱
山
労
働
者
に
よ
る
賃
上
げ
を
求
め
る

ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
警
察
が
発
砲

し
、
三
四
人
の
死
者
を
出
す
大
惨
事
と

な
っ
た
。
こ
の
事
件
の
後
、
鉱
山
労
働

者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
他
の
鉱
山
へ

と
広
が
り
、
複
数
の
鉱
山
が
一
時
的
に

操
業
停
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
ほ

か
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
な
ど
の
他
業
種

で
も
暴
力
や
破
壊
行
為
を
と
も
な
っ
た

ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

●
複
合
化
す
る
社
会

　

抗
議
行
動
や
ス
ト
ラ
イ
キ
が
増
加
し

た
背
景
に
は
、
民
主
化
後
、
特
に
黒
人

社
会
内
部
で
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
が

あ
る
。
人
種
間
の
格
差
是
正
と
黒
人
の

経
済
的
向
上
を
目
的
に
民
主
化
後
に
導

入
さ
れ
た
雇
用
均
等
政
策
に
よ
っ
て
、

公
務
員
部
門
を
中
心
に
黒
人
の
専
門
職

や
管
理
職
へ
の
登
用
が
進
み
、
南
ア
フ

リ
カ
で
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
と
呼
ば
れ
る
黒
人
中
間
層
が
出
現

し
た
。
加
え
て
、
黒
人
資
本
家
・
経
営

者
育
成
を
目
的
と
し
た
「
黒
人
の
経
済

力
強
化
（
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）」
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
少
数
だ
が
社
会
的
影
響
力
の
大

き
い
黒
人
富
裕
層
も
生
ま
れ
て
い
る
。

依
然
と
し
て
白
人
と
黒
人
の
間
に
著
し

い
所
得
格
差
が
あ
る
の
に
加
え
、
黒
人

内
部
で
も
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ

り
、
南
ア
フ
リ
カ
社
会
内
部
の
階
層
化

は
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
南
ア
フ
リ
カ
社
会
は
、
民

主
化
と
と
も
に
ア
フ
リ
カ
各
地
か
ら
の

移
民
が
流
入
し
た
こ
と
で
、
い
っ
そ
う

の
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
随
一
の
経
済
力
を
持
ち
、
高

等
教
育
機
関
も
整
っ
て
い
る
南
ア
フ
リ

カ
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
労
働
移
民
や

留
学
生
が
殺
到
す
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
む
今
日
、
驚
く
べ

き
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
二
五
％
を
超
え
る
高
い
失
業

率
を
抱
え
る
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
し
ば

し
ば
移
民
は
職
を
奪
う
存
在
と
み
な
さ

れ
、
移
民
に
対
し
て
非
寛
容
な
態
度
が

と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
、
南
ア

フ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
八
年
に
ア
フ
リ
カ

諸
国
か
ら
の
移
民
を
対
象
と
す
る
暴
力

的
な
外
国
人
排
斥
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）

事
件
が
発
生
し
、
短
期
間
に
多
数
の
死

傷
者
を
出
す
に
至
っ
た
。こ
の
と
き
は
、

南
ア
フ
リ
カ
政
府
が
慌
て
ふ
た
め
き
、

外
国
人
に
対
す
る
暴
力
事
件
が
起
き
た

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
事

態
の
早
期
収
拾
を
図
っ
た
が
、
人
々
の

生
活
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
再
び
移

民
が
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
さ
れ
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。

● 

外
か
ら
見
た
南
ア
フ
リ
カ
と

内
か
ら
見
た
南
ア
フ
リ
カ

　

過
去
二
〇
年
間
の
南
ア
フ
リ
カ
経
済

と
社
会
の
変
化
を
一
言
で
表
現
す
る
の

は
簡
単
で
は
な
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
や

活
発
化
す
る
貿
易
・
投
資
、
そ
し
て
国

際
社
会
で
の
活
躍
な
ど
を
見
る
限
り
、

南
ア
フ
リ
カ
は
ア
フ
リ
カ
の
代
表
と
し

て
、
あ
る
い
は
経
済
成
長
著
し
い
新
興

国
の
一
員
と
し
て
、
非
常
に
う
ま
く

や
っ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
南
ア
フ
リ
カ
国
内
に

目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
民
主
化
後
に
導

入
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
取
り
組

み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
多
く
の

人
々
が
民
主
化
に
よ
る
生
活
状
況
の
改

善
を
実
感
で
き
ず
に
お
り
、
政
府
に
対

す
る
不
満
が
抗
議
行
動
と
い
っ
た
形
で

表
明
さ
れ
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
こ
う
い
っ
た
南
ア
フ
リ

カ
の
経
済
と
社
会
の
多
様
な
側
面
に
対

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
最
大

の
産
業
都
市
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
あ
る

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
昨
今
の
変
化
に
つ

い
て
紹
介
し
た
本
誌
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

と
併
せ
て
、
民
主
化
後
の
南
ア
フ
リ
カ

社
会
の
動
態
と
変
容
過
程
を
理
解
す
る

一
助
と
し
て
、
お
読
み
頂
け
れ
ば
と
思

う
。

　

な
お
、
本
特
集
に
収
め
ら
れ
た
エ
ッ

セ
イ
の
約
半
分
は
二
〇
一
〇
〜
一
一
年

度
に
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
実
施
し
た

研
究
会
事
業
を
も
と
に
書
か
れ
て
い

る
。『
南
ア
フ
リ
カ
の
経
済
社
会
変
容
』

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
双
書
）
と

し
て
近
々
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
研
究
会

最
終
成
果
も
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

ち
づ
こ
・
ま
き
の　

く
み
こ

／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

ア
フ
リ
カ
研
究

グ
ル
ー
プ
）

〈特集：南アフリカの経済・社会変容〉  
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